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加須中央支店 渉外担当　小暮　麻貴ＪＡの「みちびき」は、
ライフステージに応じて合理的に備えられる、新しい保障です

お手頃な共済掛金でライフステージに応じた
十分な万一保障をしっかり準備

第１共済期間（15年）

共
済
金
額

30歳ご加入 70歳45歳（逓減開始年齢）

共
済
金
額×

30
％

万一の時
共済金の額
3,000万円

万一の時
900万円

第２共済期間（25年）

毎年逓減

○第２共済期間中は、最終年度の共済金の
　額に向けて毎年所定の率で逓減します。
○最終年度の共済金の額は共済金額の30％と
　なります。
〈ご契約例の場合〉
　3,000万円×30％=900万円
○逓減開始年齢の誕生日以後初めて到来する契約応当日から
　逓減開始します。

※お支払いする共済金の額は、一定期間経過後から毎年所定の率で逓減します。
　第１共済期間：契約日から逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の末日までの期間をいいます。
　第２共済期間：逓減開始年齢に達する日の属する共済年度の翌共済年度の初日から共済期間の満了日までの期間をいいます。

特長① 特長② 特長③

ライフステージに応じて
保障金額を逓減させることで、
お手頃な共済掛金で必要十分な

保障を準備できます。

主契約
●共済金額3,000万円　●逓減開始年齢：45歳
●共済期間70歳満了

特約
●指定代理請求特約　●生前給付特約

死亡時だけでなく、
所定の重度要介護状態や
第１級後遺障害の状態も

保障します。

所定の障害状態となったとき
に、それ以降の共済掛金は

「共済掛金払込免除」により
いただきません。

ご契約例
加入年齢

30歳

共済掛金（令和６年４月現在）
 男性月払  8,808円　男性年払  103,476円

 女性月払  5,208円　女性年払  61,446円
（共済掛金の払込経路が口座振替扱いの場合）
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行田中央支店 渉外担当　松本　みずき

【24118280168】

必
要
保
障
額

独身

結婚・出産

ライフステージ

※ 生命保険文化センター「令和元年度　生活保障に関する調査」より作成

子の進学

〈必要額の例〉
ケース①
既婚・子２人（末子未就学）の場合
死亡保障の必要額：3,178万円

ケース②
既婚・子独立の場合
死亡保障の必要額：平均：1,384万円

子の独立

退職

老後

ライフステージの変化に応じて、必要保障額も変化します

詳しい内容は、各支店窓口までお問い合わせください

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

年々変化する必要な保障への備えに、
　　　　　　　　「みちびき」がおすすめです！！

逓減開始年齢により、逓減
が開始する時期を任意に設
定可能であり、ライフステー
ジに合わせて逓減時期を設計
することで、個々人のニーズに
応じて保障を準備できます。

保障を逓減させている分、共済掛金
は割安になります！

注目
ポイント2

注目
ポイント1
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理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

７
月
１
日
に
本
店
で
開
催

４
月
24
日
の
議
案

①
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て

②
女
性
理
事
の
登
用
に
関
す
る
内

規
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
第
28
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

④
第
28
回
通
常
総
代
会
の
開
催
要

領
に
つ
い
て

⑤
議
決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

⑥
令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
策
定
に

つ
い
て

⑦
令
和
６
年
度
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン

ダ
リ
ン
グ
等
対
応
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
設
定
に
つ
い
て

⑧
文
書
保
管
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑨
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑩
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑪
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

⑫
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
整
備
計
画

に
基
づ
く
工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

⑬
令
和
６
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約

書
に
つ
い
て

⑭
令
和
５
年
産
米
穀
共
同
計
算
の

仮
精
算
に
つ
い
て

⑮
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

　

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

７
月
１
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　詳細な農業者年金
の内容やご相談につ
いては、ＪＡほくさい
か農業委員会または
農業者年金基金にお
問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942
（企画調整室）
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　ナガエツルノゲイトウ（ヒユ科）を防ぐために　
　ナガエツルノゲイトウは、南米原産の多年草の特定外来
生物で、定着すると駆除が困難なので早期駆除が重要にな
ります。

 ①刈り払い機による機械除草は行わない　　　　
　刈り払い機によって断片が農地に拡散する恐れがあるた
め、定着が見られる畦畔では除草剤中心の管理を行いま
しょう。

 ②除草剤による処理　　　　　　　　　　　　　
　水田内、畦畔で使用可能な除草剤を使用し防除を行いま
しょう。
　※除草剤については各営農経済センターにお問合せくだ
さい。

 ③抜き取り・剥ぎ取りによる駆除　　　　　　　
　生育初期に除去することが有効です。断片がのこらない
ように駆除を行い、周囲に流出しないように密閉し、その
場で枯らすか、焼却処分場で処分します。
　�※ナガエツルノゲイトウは特定外来生物に指定されてい
るため、飼養・栽培・保管・運搬は禁じられています
が、小規模な防除の場合、防除目的の運搬は事前に防除
内容等を公表すれば可能です。（但し農業を営むに当
たって行う防除の場合の公表は不要）

 ④水田内への侵入阻止　 　　  　　　　　　　　
　農業水利施設は、水路を介して農地と繋がることから、
給水口にネット等（4㎜目合）を取り付け、侵入を阻止し
ます。

「写真提供：埼玉県病害虫防除所」

直径 1 ～1.5 ㎝の白い花

侵略性強

1 ～ 4 ㎝ほどの長い花柄

❺



令和６年産各施設の農産物検査員活動体制（米）
施　　設 検査員名 担当営農経済センター

行田カントリー
エレベーター

室田　明秀

行田営農経済センター
高橋　　哲
木元　　啓

川里
ライスセンター

矢島　章吾
野口　智弘 川里営農経済センター

羽生
ライスセンター

石井　裕之
羽生営農経済センター萩原　智史

向井　慶光

加須カントリー
エレベーター

南　　寿典 北川辺営農経済センター
加藤　善貴 加須営農経済センター
須加　繁樹 大利根営農経済センター

埼玉志多見
カントリー
エレベーター

野中　俊宏
加須営農経済センター

中島　　進
長島　　優 羽生営農経済センター

騎西カントリー
エレベーター

古澤　忠弘
騎西営農経済センター柴嵜　秀光

小谷野　諭

大利根
ライスセンター

平岡　敬章 大利根営農経済センター
坂本　義和 北川辺営農経済センター
瀧澤　　翔 大利根営農経済センター

　　令和６年産
ほくさい農協産地品種銘柄

必須銘柄 選択銘柄

水稲うるちもみ
及び玄米

コシヒカリ
キヌヒカリ
彩のかがやき
朝の光
日本晴
あきたこまち
ミルキー
　　クイーン
彩のみのり

彩のほほえみ
みつひかり
とねのめぐみ
彩のきずな
えみほころ

水稲もちもみ
及び玄米 峰の雪もち

醸造用玄米 さけ武蔵 五百万石
山田錦

普通小麦 農林６１号
あやひかり

さとのそら
ハナマンテン

普通小粒大麦 すずかぜ
普通はだか麦 イチバンボシ
普通大豆及び 
特定加工用大豆

エンレイ
タチナガハ

行田在来
里のほほえみ

※必須銘柄は、埼玉県内全ての登録検査機関で銘柄検
査を行うことができます。選択銘柄は、ほくさい農
協が独自に銘柄検査を行うことができるものです。

夏休み親子料理教室
参加者募集！

参加費
無料

（伝承料理）
令和６年７月27日㊏　10：00～13：30（受付9：30～）
市民プラザかぞ 4階調理実習室　加須市中央 2-4-17

ＪＡほくさい 営農支援課　担当：遠井
TEL：048-563-3000　FAX：048-561-4530
E-mail：hokusai015@st-ja.or.jp

申し込み・お問合せ先

開催日
場　所

【参加資格】　ＪＡほくさい管内（行田市、羽生市、加須市、鴻巣市の川里地区）の小学校１
年生～６年生の児童と保護者 10組（原則１組あたり子ども１名、保護者１名）

【内　　容】　押し寿司・乳製品を使ったデザート作り
【申込方法】　郵便番号・住所・参加保護者の氏名（フリガナ）・年齢・連絡先・参加児童の氏

名（フリガナ）・年齢・学年を記入し、E-mail、FAX、はがきのいずれかにて以
下の申込先にお申込みください。「夏休み親子料理教室参加申込み」と必ず明記
してください。

【応募締切】　令和６年７月 19日㊎
【そ の 他】　①エプロン、三角巾、布巾 2 枚、手拭き用タオル、筆記用具はご持参ください。
　　　　　　②参加申し込みで取得した個人情報は、料理教室開催にかかる目的以外で使用

しません。
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早
期
栽
培
の
水
稲
（
４
月
中
旬

～
５
月
上
旬
頃
植
え
）
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
水
管
理
・
穂
肥
等
を

し
っ
か
り
行
い
、
暑
さ
に
負
け
な

い
米
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
水
管
理

⑴
中
干
し

　

田
植
え
後
中
干
し
ま
で
は
、
浅

水
で
水
温
を
上
げ
、
分
げ
つ
を
促

進
し
ま
す
。
早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

場
合
、
田
植
え
後
40
日
頃
、
１
株

あ
た
り
の
茎
数
が
25
本
確
保
で
き

た
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
に
入
る
前

に
、
早
め
に
中
干
し
を
実
施
し
ま

す
。
中
干
し
の
効
果
と
し
て
、
窒

素
吸
収
を
抑
制
し
て
無
効
分
げ
つ

を
抑
え
る
こ
と
、
土
壌
に
酸
素
を

供
給
し
て
根
の
活
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
、
土
を
硬
く
す
る
こ
と
で
、

穂
肥
施
用
や
収
穫
な
ど
の
作
業
性

を
高
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

中
干
し
の
程
度
は
、
田
面
に
小
ひ

び
が
入
り
、
軽
く
足
跡
が
つ
く
程

度
を
目
安
と
し
ま
す
。
出
穂
期
の

１
か
月
前
ま
で
に
は
終
了
し
ま

し
ょ
う
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理
　 

　

中
干
し
実
施
後
は
、
湛
水
と
断

水
を
３
～
４
日
で
切
り
替
え
る

「
間
断
か
ん
水
」
を
行
い
、
根
の

活
力
を
維
持
し
ま
す
。
出
穂
期
は

水
稲
が
受
粉
の
た
め
に
最
も
水
を

必
要
と
す
る
時
期
で
す
。
出
穂
前

７
日
～
出
穂
後
７
日
ま
で
は
、
深

水
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
出
穂

後
７
～
10
日
か
ら
は
再
び
間
断
か

ん
水
を
行
い
、
完
全
落
水
す
る
場

合
は
出
穂
後
30
日
以
降
に
し
ま
す
。

早
期
に
落
水
を
行
う
と
、
登
熟
不

良
に
よ
る
胴
割
れ
や
食
味
の
低
下

を
招
く
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

二
　
穂
肥
の
判
断
（
表
１
）

　

穂
肥
の
施
肥
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
等
か
ら
判
断
し
ま
す
。

　

穂
肥
は
葉
色
板
の
色
と
葉
色
を

比
べ
て
、
葉
色
が
４
以
下
の
薄
い

色
に
な
っ
て
か
ら
施
用
し
、
４
以

上
で
葉
色
が
濃
い
場
合
は
時
期
を

遅
ら
せ
、
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　

高
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

出
穂
期
10
日
前
に
再
度
、
葉
色
診

断
を
行
い
ま
す
。
葉
色
が
４
以
下

の
場
合
は
、
穂
肥
を
施
用
す
る
こ

と
で
、
高
温
障
害
に
よ
る
収
量
や

品
質
の
低
下
の
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
用
い
た
場
合

は
、
原
則
追
肥
は
行
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
高
温
が
続
く
と
、
想
定

よ
り
早
く
肥
料
分
が
溶
出
し
、
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
穂

期
10
日
前
に
葉
色
診
断
を
行
い
、

葉
色
４
以
下
の
場
合
に
は
穂
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三
　
幼
穂
長
の
計
測
方
法（
図
１
）

①
平
均
的
な
株
で
一
番
草
丈
の
大

き
い
茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割
る
か
、

手
で
む
き
ま
す
。

③
幼
穂
の
長
さ
を
測
り
ま
す
。

※
１
ほ
場
で
複
数
本
計
測
し
ま
す
。

◆
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

　

一
部
の
地
域
に
お
い
て
、

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
す
。
在
来
の
タ

ニ
シ
と
の
見
分
け
は
難
し
い

で
す
が
、
長
い
触
角
と
濃
い

ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
（
図
２
）

が
特
徴
で
す
。
水
稲
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ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）に注意を！

表 1　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
（出穂前日数） 幼穂長 葉色の目安

（単葉）
穂肥施用量
（Ｎ成分）

コシヒカリ ４月から５月
上旬植えまで

18日 8～15㎜ 4 1㎏/10a

18日 8～15㎜ 3.5 2㎏/10a

彩のきずな ５月植え 25～23日 1～1.5㎜ 4 3㎏/10a
※高温により葉色が極端に低下した場合２回目の追肥を施す

図２　卵塊

図１　幼穂の模式図
（カッターの切断面）

幼穂長
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北川辺とまと研究会に所属し、農産物直売部会の会長を務める松
橋正さんは５月１日に、加須市北川辺地区の39㌃のハウスで、妻
と息子、パート従業員４人とともに、北川辺ブランドトマト「木甘
坊」の収穫作業に汗を流していました。
　同会では「木甘坊」を20戸、6.4㌶栽培しています。
　京浜市場に出荷する他、ＪＡ北川辺農産物直売所でも販売してい
ます。
　今シーズンは、７月上旬までに約1,500㌧を出荷する予定です。
　昨年より新品種の「れおん」を栽培。「れおん」は、黄変果、空
洞果、裂果等の症状が発生しづらい品種で、秀品率が高く、ロスも
少なくすみます。平均単価の底上げにもなり、生産者の手取り増加
につながっています。
　松橋さんは「高品質のトマトを消費者に届けたいという思いで栽
培している。ＪＡ北川辺農産物直売所で販売しているので、地元で
採れた新鮮で美味しいトマトを手に取って是非味わってほしい」と
笑顔で話しています。

　ＪＡが100％出資する㈱ほくさいグリーンアグリは４月15日に、羽生市のほ場約10㌃でスイートコーンの品種「ゴ
ールドラッシュ」の定植を行いました。

　同社がスイートコーンを栽培するのは初めて。
　同社は３月15日に4,000粒を播種し、市内の養豚業者から豚糞堆
肥を軽トラック５台分（約１㌧）譲り受け、ほ場に施肥し定植に備え
ました。
　この日は、定植機の運転、苗の補充、株元の手直しを、従業員４人
で分担し作業を行いました。
　同社の永沼竹彦統括マネージャーは「4,000粒撒いて、約９割の苗
が育った。ＪＡ直売所への出荷の他、地元の小学生に採りたてのスイ
ートコーンを味わってもらう収穫体験を考えている」と笑顔を見せま
した。
　同社はスイートコーンの他、カリフラワー25㌃、ブロッコリー25
㌃、米10㌶、小麦13㌶を栽培しています。

　水稲を栽培する吉田一雄さんは、４月25日に鴻巣
市屈巣地区のほ場で満開を迎えたレンゲソウを、フレ
ールモアで刈り取り、ロータリーですき込み作業を行
いました。
　吉田さんは同地区の４人と協力して、11㌶のほ場
に、レンゲソウやヘアリーベッチを育て緑肥にする減
農薬・減化学肥料に取り組んでいます。
　緑肥を水田にすき込むことで、化学肥料代替効果、
土壌改善効果、アレロパシーによる抑草効果が期待で
きます。
　また、レンゲソウ畑に隣接する畑で、ニホンミツバチを試験的
に養蜂しており、将来的にはレンゲ蜂蜜の販売を考えています。
　吉田さんは「肥料高騰の中、環境保全型農業を実践することは、
農業経営面でもプラスになっている」と話しています。

トマト「木甘坊」出荷最盛

㈱ほくさいグリーンアグリがスイートコーン定植

レンゲ緑肥で田耕
「木甘坊」を収獲する松橋さん

スイートコーンの定植作業をする従業員

レンゲ緑肥に取り組む生産者の皆さん
左から永澤幸一さん、三ッ木宏之さん、吉田さん

三ッ木佑介さん、秋山芳雄さん
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　ＪＡ種足野菜集荷所で４月19日、加須市騎西園芸組合の組合員、全農さいたま、
検査員、加須農林振興センターら約30人が集まり、ハウスナスの目ぞろえ会を開き
ました。
　５月上旬の出荷ピークを前に、規格の統一をはかり有利販売に繋げることが目的で、
併せて取引市場や関係者と、互いの情報交換も行いました。
　同組合の梓澤實組合長は挨拶で「近年は資材の高騰で苦しい経営を強いられている
が、シーズン終了まで規格を遵守し、高値の取引を目指そう」と呼びかけました。
　この日の集荷は組合員14人が持ち寄った全281㌜（５㌔／１㌜）。この中から生産
者別にＡ規格を１㌜ずつ並べ、梱包を解いて互いのナスの太さや長さを手に取って確
認しました。
　今シーズンの出荷目標は120㌧の予定。

騎西地区でナス目ぞろえ会

ハウスナスの確認をする組合員

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは２月下旬から各地区で組合員を対象に水稲の栽培ポイント
や農業情勢を学ぶことを目的に、栽培講習会を開いています。
　ＪＡは４月25日にＪＡ本店で、加須農業振興センター普及担当
の宗方淳さんを講師に迎え、栽培講習会を開きました。
　近年増えているイネカメムシの防除対策について同市で水稲を
70㌃で栽培する矢島秀吉さんが、「４月上旬より、緑色のカメムシ
が多く見かけられるが、イネカメムシと同じ防除でよいのか」と質
問し、宗方講師は「ミナミアオカメムシだと思うが、イネカメムシ
と同様の防除をお願いしたい」と答えました。

　加須市のＪＡ埼玉志多見育苗センターでは、４月下旬に水稲の育
苗作業が最盛期を迎えた。
　同センターは約200人の組合員から「コシヒカリ」、「彩のかがや
き」、「彩のきずな」約28,800枚の注文がありました。
　４月30日、加須市で水稲「コシヒカリ」等を約１㌶栽培する三
井松雄さんは、同センターに硬化苗85枚を受け取りに来ました。
　三井さんは「疎植で苗の枚数を減らし、育苗をＪＡに任すことで
水稲栽培が省力化できた。高齢になっても農業を続けたいので、こ
れからも利用したい」と話しています。

　ＪＡは４月27日に、羽生市のイオンモール羽生で管内産の野菜と、Ｊ
Ａオリジナルパックご飯「ＪＡほくさいのごはん」の即売を行いました。
　店頭で、ナス１㌜（５㌔／１㌜）、北川辺ブランドトマトの「木甘坊」
３㌜（４㌔／１㌜）、キュウリ４㌜（５㌔／１㌜）とパックごはん８㌜（12
個／１㌜）を販売しました。また、農産物販売促進員（キャンペーン隊）
が来場者に、キュウリの漬物やトマトのサラダを配布しました。
　試食した人は「瑞々しくて美味しい、加須市がキュウリやトマトの産地
だと初めて知った」と驚いていました。

水稲栽培講習会開催

埼玉志多見育苗センターで育苗が最盛

ＪＡがイオンモール羽生で農産物販売

宗方さんに水稲栽培について質問する矢島さん㊨

コシヒカリの苗を積み込む三井さん

地元農産物を販売するＪＡ職員
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ほくさい農協行田農産物直売所利用協議会は、ＪＡ行田農産物直売所で４月27
日に春まつりを開きました。
　日頃の感謝をこめて、1,000円以上利用した100人に会員が栽培した新鮮な野菜
を配り、同協議会女性部が行田在来青大豆を埼玉県推奨米の「彩のかがやき」と炊
き上げた豆ごはんや新玉ねぎを使用したトマトのマリネを振舞いました。
　店頭には、生産者が丹精に育てたタケノコや春キャベツ、フキなどの春野菜が並
び、沢山の利用者で賑わいました。
　利用者は「この時期のキャベツは柔らかくて美味しいので、サラダにして家族に
たべさせたい」と話していました。
　同協議会の冨田雅博会長は「大勢の方に来店いただきありがたかった。これから
も丹精込めた青果物を作っていきたい」と意気込みを語りました。

　４月25日にＪＡ本店で、㈱ほくさいグリー
ンアグリが第３回株主総会を開きました。
　総会には、株主の大塚宏組合長をはじめ、同
社の蓮見浩明社長や大澤治雄取締役、小山晴美
取締役、高橋浩監査役、税理士法人税の西田の
西田芳秋税理士ほか３名が出席しました。
　総会は、第１号議案第２期事業報告及び決算
報告、監査報告、第２号議案第３期事業計画に
ついて協議し、承認されました。
　同社蓮見社長は「今年度は新たにスイートコ

ーンの栽培を手掛ける。いろいろな作物に挑戦し、計画以上の収穫を得たい」と意気込みを語りました。

　ＪＡは４月13日、14日に、行田市総合体育館グリーン
アリーナで行われた行田ミニバスケットボール連盟主催の
第３回ほくさいカップに協賛し、トロフィーやメダル、Ｊ
Ａオリジナルパックご飯「ＪＡほくさいのごはん」を寄贈
しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業積立金を活用し、地
域活性化を目的にしています。
　参加は20チーム。優勝は女子チームが行田ラビッツ、
男子チームが行田サンズでした。

　４月12日にＪＡ本店で、令和６年度新採用職員４名に大塚
宏組合長が研修を行いました。
　日本農業新聞の記事やＪＡ綱領を用いて、ＪＡの使命やＪＡ
職員の果たす役割など分かりやすく説明しました。
　研修の中で大塚組合長は「初めは仕事を単調と感じるかもし
れないが、すべての仕事は社会に通じ社会に貢献している。与
えられた仕事にやりがいを見つけてほしい」とレクチャーしま
した。

行田農産物直売所で春まつり開催

㈱ほくさいグリーンアグリ株主総会

第３回ほくさいカップに協賛

組合長が新人研修

利用者に野菜を配る小松陸副会長㊧

大塚組合長㊨の研修を受ける新採用職員

左から高橋監査役、西田税理士、蓮見社長、大塚組合長
小山取締役、大澤取締役

寄贈したトロフィーと
盾、メダル
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

久保田万太郎さん
悦子さん夫妻の

「天然ハチミツ」

ぎょうだ通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は行田地区です。
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良
さ
を
感
じ
る
。

　行田市で養蜂を営む久保田万太郎さんと悦子さん夫妻は、蜂蜜の採種からろ過、瓶詰めまでをすべて手作
業で生産し、ブルーベリーは約25㌃栽培でしています。
　先輩農家からブルーベリーの花の交配にミツバチを飼うことを勧められ、2013年から養蜂を始めました。
セイヨウミツバチを30箱飼育し、昨年は100㌔の蜂蜜を採取しました。
　久保田さんの蜂蜜は百花密で、季節ごとに変わる味わいが特徴。シーズンは４月中旬から９月下旬で、蜂
蜜を３回は採ります。巣箱の近くにラベンダーやガウラなどが咲く花畑を作り、四季折々の花が楽しめます。
　久保田さんの「天然ハチミツ」は、ＪＡ行田農産物直売所、行田市の古代蓮の里売店で購入できます。ま
た、ブルーベリージャムの他、５月下旬から生のブルーベリーも販売しますので、お楽しみに！
　久保田さんは「丹精に蜂を飼育して採った完熟蜂蜜をたくさんの人に味わってもらいたい」と笑顔で話し
ています。

巣箱の前で「天然ハチミツ」を手にする
久保田悦子さん㊨と万太郎さん

ブルーベリー（品種：あま粒
星）の花の蜜を集めるセイヨ
ウミツバチ

久保田さんの
「天然ハチミツ」
はＪＡ行田農産
物直売所にて1
本180㎖�900円
・500㎖�2,200
円（どちらも税
込み）で好評販
売中です！

�



所
得
税
や
住
民
税
を
納
め
る

人
に
定
額
減
税
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
で

す
か
。
誰
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

か
。
所
得
税
や
住
民
税
が
か
か

ら
な
い
人
に
は
他
に
何
か
給
付

が
あ
る
の
で
す
か
。

　

令
和
６
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
成
長
と
分
配

の
好
循
環
を
つ
く
る
た
め
に
税
制
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く

に
賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い
つ
い

て
い
か
な
い
国
民
の
負
担
を
緩
和
し
、

消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
所
得
税
と
個
人
住
民
税
に
つ

今
年
は
定
額
減
税
が
あ
り
ま
す

い
て
一
時
的
な
措
置
と
し
て
定
額
減

税
、
低
所
得
者
へ
の
定
額
給
付
が
行

わ
れ
ま
す
。

定
額
減
税
を
受
け
ら
れ
る
人

　

定
額
減
税
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

所
得
税
や
住
民
税
の
納
税
者
で
す
。

た
だ
し
、
令
和
６
年
分
の
合
計
所
得

金
額
が
１
８
０
５
万
円
（
給
与
年
収

で
２
０
０
０
万
円
）
を
超
え
る
高
額

所
得
者
は
除
か
れ
ま
す
。
な
お
、
納

税
者
は
国
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

又
は
現
在
ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以

上
居
所
を
有
す
る
個
人
（
居
住
者
）

で
す
。

定
額
減
税
額
は

　

減
税
額
は
、
納
税
者
及
び
納
税
者

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
を
含
む

扶
養
親
族
一
人
あ
た
り
４
万
円
（
所

得
税
３
万
円
、
住
民
税
１
万
円
）
が

所
得
税
住
民
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ

ま
す
。
税
額
が
無
い
場
合
や
控
除
し

き
れ
な
い
部
分
は
定
額
給
付
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
税

者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
及
び

扶
養
親
族
（
い
ず
れ
も
青
色
専
従
者

等
を
除
く
）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

は
令
和
６
年
12
月
31
日
の
現
況
に
よ

る
も
、
合
計
所
得
金
額
が
48
万
円
以

下
の
人
で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な
り

ま
す
。

給
与
所
得
者
の
減
税

　

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
給
与

等
の
源
泉
徴
収
に
お
い
て
源
泉
徴
収

税
額
表
の
甲
欄
が
適
用
さ
れ
る
人
の

令
和
６
年
６
月
の
給
与
の
源
泉
徴
収

税
額
か
ら
控
除
し
、
引
き
き
れ
な
い

部
分
は
７
月
以
降
に
順
次
控
除
し
ま

す
。
な
お
引
き
き
れ
な
い
場
合
は
12

月
の
年
末
調
整
の
際
に
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
後
の
年
間
の
所
得
税
額

と
の
精
算
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
者
等
の
減
税

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る

人
は
確
定
申
告
で
減
税
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
予
定
納

税
対
象
者
に
は
第
一
期
（
６
月
）
の

予
定
納
税
通
知
の
際
に
本
人
分
３
万

円
を
控
除
し
た
額
が
通
知
さ
れ
、
配

偶
者
や
扶
養
親
族
の
分
は
予
定
納
税

額
の
減
額
承
認
申
請
に
よ
っ
て
通
知

税
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

公
的
年
金
所
得
者
の
減
税

　

公
的
年
金
所
得
者
の
減
税
は
、
６

月
分
以
降
の
年
金
支
給
分
の
源
泉
徴

収
税
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。
引
き
き

れ
な
い
部
分
は
８
月
、
10
月
と
順
次

控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
の
減
税

　

給
与
所
得
か
ら
の
住
民
税
の
特
別

徴
収
の
う
ち
６
月
分
は
徴
収
せ
ず
、

７
月
か
ら
翌
年
５
月
分
は
定
額
減
税

後
の
税
額
を
11
ケ
月
で
均
等
に
徴
収

さ
れ
ま
す
。
同
じ
く
特
別
徴
収
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
年
金
所
得
者
の
減

税
は
10
月
分
の
特
別
徴
収
税
額
か
ら

控
除
し
、
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は

12
月
以
降
か
ら
控
除
し
ま
す
。
普
通

徴
収
対
象
の
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
の
あ
る
人
は
住
民
税
の
第
１
期
分

（
６
月
）
か
ら
控
除
し
、
引
き
き
れ

な
い
部
分
は
第
２
期
分
（
８
月
）
第

３
期
分
（
10
月
）
第
４
期
分
（
１
月
）

か
ら
順
次
控
除
し
ま
す
。

青
色
申
告
者
の
減
税
事
務

　

青
色
専
従
者
給
与
を
支
払
う
事
業

者
は
、
扶
養
控
除
等
申
告
書
を
提
出

し
て
い
る
青
色
専
従
者
（
甲
欄
適
用

者
）
に
対
し
て
令
和
６
年
６
月
１
日

以
後
に
支
払
う
給
与
等
に
対
す
る
源

泉
徴
収
税
額
か
ら
そ
の
時
点
の
定
額

減
税
額
を
控
除
し
、
年
末
調
整
時
点

の
定
額
減
税
額
を
精
算
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
青
色
専
従
者
と
し
て
の

配
偶
者
や
扶
養
親
族
は
事
業
者
の
減

税
額
の
対
象
か
ら
除
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
事
業
者
は
「
各

人
別
控
除
事
績
簿
」
の
記
入
と
「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
の
摘
要
欄

に
所
得
税
減
税
額
を
控
除
し
た
旨
を

記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充

　

こ
の
他
、
子
育
て
世
帯
や
若
者
夫

婦
世
帯
に
お
け
る
借
入
限
度
額
の
上

乗
せ
、
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０

万
円
以
下
の
者
に
つ
い
て
は
床
面
積

40
㎡
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
住

宅
で
は
４
５
０
０
万
円
か
ら
５
０
０

０
万
円
へ
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
省
エ
ネ
住

宅
で
は
子
育
て
世
帯
の
借
入
限
度
額

は
３
５
０
０
万
円
か
ら
４
５
０
０
万

円
へ
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
住
宅
で
は

３
０
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
０
万
円

に
そ
れ
ぞ
れ
上
乗
せ
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ア
ジ
サ
イ
に
似
合
い
そ
う
な
生
き

物
。
文
部
省
唱
歌
の
曲
名
に
も
な
っ

て
い
ま
す

❷
い
と
こ
の
お
母
さ
ん
で
す

❸
空
き
店
舗
に
―
―
募
集
の
看
板
が

付
い
た

❹
野
菜
と
ハ
ム
や
ゆ
で
卵
な
ど
を
盛

り
合
わ
せ
て
作
り
ま
す

❻
６
月
の
第
３
日
曜
日
は
―
―
の
日

で
す

❾
ポ
シ
ェ
ッ
ト
や
リ
ュ
ッ
ク
も
こ
の

一
種

❿
梅
雨
時
に
洗
濯
物
を
干
す
と
パ

リ
ッ
と
乾
か
ず
こ
う
な
る
こ
と
も

⓫
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
欄
に
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
ま
す

⓭
倉
敷
市
の
―
―
地
区
を
歩
い
て

回
っ
た

⓮
足
が
8
本
あ
り
ま
す

⓰
手
前
の
反
対
側

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
６
年
６
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
５
月
号
の
答
〉

　

ピ
ク
ニ
ツ
ク

タ
テ
の
カ
ギ

❷
う
ち
の
―
―
は
稲
、
裏
作
は
キ
ャ

ベ
ツ
で
す

❺
時
に
は
相
手
の
―
―
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
も
大
切
だ

❼
シ
カ
と
大
仏
が
有
名
な
県

❽
耕
し
た
り
肥
や
し
た
り
し
ま
す

❾
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
首
に
巻
き
ま
す

⓫
ス
ポ
ー
ツ
紙
で
は
打
棒
と
書
か
れ

る
こ
と
も

⓬
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
Ｌ
で
す

⓮
た
る
、
お
け
に
は
め
ら
れ
て
い
ま

す⓯
部
屋
の
模
様
替
え
の
と
き
に
動
か

す
こ
と
も
あ
り
ま
す

⓰
も
ち
米
に
具
材
を
入
れ
て
炊
い
た

も
の

⓱
昭
和
の
名
曲
『
青
い
―
―
』。
同

名
映
画
の
主
題
歌
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す

　
風
を
切
っ
て
走
る
の
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
春
の
賞
味
期
限
が
短
い
の
で
大
切
に
味
わ
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
 

Ｋ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
遠
藤　
秋
雄
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
村
社
美
恵
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
小
野　
義
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
新
藤　
晴
代
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
新
井　
葉
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
平
野　
安
雄
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
内
山　
恵
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
伊
藤
佳
代
子
さ
ま
（
大
利
根
）
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